
土地改良団体における男女共同参画
女性農業委員を員外理事へ登用した事例

所在地：愛知県刈谷市
面 積：1,072ha
組合員：2,666人
総 代：40名（うち女性－名）
理 事：19名（うち女性３名）
監 事： 4名（うち女性－名）
職 員：12名（うち女性５名）
(事務局は刈谷市職員が兼務)

刈谷土地改良区

女性理事を増やすための取組方策
刈谷市は、員外理事制度を活用

することで女性理事を登用し、幅
広い視点を取り入れることができ
ました。

就任当初、理事会等の内容につ
いて分からないことばかりでした
が、組織運営に関わる大事な立場
であることから、理事に就任する
前には土地改良区の制度や土地改
良施設の現地見学などの研修プロ
グラムが必要と思います。

また、将来、次世代の女性へ理
事のバトンを渡す際、土地改良区
の制度や施設管理の実態をまとめ
たものは業務の引継書にもなり、

役員交代が円滑化すると思います。

就任に至る経緯
３名とも農業委員であり、土地改良区の事務局を担う市役所側からの要請を受け入

れ就任。

農業委員として農地パトロールなど農地を廻り、土地改良区理事として水路など土
地改良施設を廻る。両団体の役員となったことにより、地域の課題などがより具体的
に理解できるようになったとのこと。

土地改良区の理事に就任する際の課
題
一番重要なことは、理事就任につ

いて、家族の理解を得ることです。

特に舅や姑など、高齢者には女性
の社会参加(公共性の高い組織に参
加すること)を理解してもらう必要
があります。

刈谷市は自動車関連産業と農業が
共存した地域であり、異なる分野で
活動する家族の理解と協力が不可欠
です。

員外理事制度を活用し、令和４年７月、３名同時に

刈谷土地改良区初の女性理事に就任。現在１期目

ご主人ととも
に専業農家を経
営(野菜等の畑
作)。
ご主人が農業

委員を辞する際、
後任の農業委員
に就任。

加藤さん

体験型農園や
それに付随した
レストランを経
営。
一世代上の女

性の農村リー
ダーからの要請
により農業委員
に就任。
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中央の総代を
務めた。兼業
農家(例：野菜
等の畑作)。
その縁から

農業委員に就
任。

３名の女性理事からの意見


